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西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．１０         令和４年１０月１４日発行  

 

 

園や学校の状況に合わせて工夫ある家庭教育学級が開催されました。 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞  
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

関ケ原町立関ケ原小学校 PTA 家庭教育学級 
地域の図書館との連携したキャリア教育にも 

なる家庭教育学級です。 

【在宅取組型】  令和４年８月 関ケ原ふれあいセンター  

ふれあい図書館前に掲示 

令和４年度 関ケ原小学校 PTA 家庭教育学級  

『みんなの夢で大きな樹』 
関ケ原小学校の児童が、葉っぱや花びらに将来の夢を描きました。 

みんなの夢が集まって、大きな樹が出来上がりました。 

 

“子供たちの夢を、地域全体ではぐくんでいきたい” 

”将来の夢を持つことで、未来に向かって努力できるようになって欲しい” 

 

そんな願いを込めて、取り組みました。 

子供たちの夢を温かく見守ってあげてください。 【掲示の言葉より】 

 
関ケ原小学校全児童の夢がいっぱい掲示されました。その夢の

実現のため、ふれあい図書館の司書さんと協力して、仕事に関す

る本を集め、特設コーナーを図書館内に設置しました。掲示を見

に来た後に借りていく親子もありました。 

仕事の本

特設コーナー

花や葉の裏には、家族からの温かい応援メッセージがあります。掲示後

は、ラミネートをかけて、児童に返却されました。一生の宝物になりますね。 



                                        1 / 2 
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もうすぐ夏休み。在宅取組型を行うチャンスです。 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞  
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

関ケ原町立西保育園 家庭教育学級 
定番の活動を「動画の利用」と「地域図書館との連携」で充実させました。 

絵本読み聞かせ週間 
【在宅取組型】 ５/２８（土）～６/３（金） 
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読み聞かせを聞いた日の動物に

子どもが色をぬります。感想を書い

て、園のお迎え玄関にある保護者用

ポストに提出します。 

パパにも絵本を読んでもらいま

した。寝る前のすばらしい習慣をこ

れからも続けたいと思います。 

普段から絵本を読んでいますが、今回はパパとの

時間として読み聞かせをしました。なかなか一緒に 

すごせないので、とても有意義な時になりました。 

赤ちゃんのころはよく読んでいたけれど、忙しさを理由に読む機会が

ほとんどありませんでした。この取組によって読み聞かせの意識が少し

高まりました。１冊読むと子どもは、「次はこれがいい！」と言ってどんど

ん読んでほしい本を選んで持って来て、喜んでいました。 

「今日はどの本にする？」と聞くと、「どれにしよう

かな～♪」とすごくうれしそうに本を持って来て「どの

動物に色をぬるの？」と楽しそうに色塗りをしている

姿を見て、こちらまでうれしくなりました。１日少しの

時間でも、しっかりと息子と向き合って遊ぶ時間をつ

くりたいなと思いました。 

保護者の感想 

動画 QRコード付き案内文 



                                        2 / 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい図書館」は、「岐阜関ケ原古戦場記念館」の東側にある「関ケ原ふれあいセンター」の中にあります 

「絵本よみきかせ週間」を実りある親子の時間にするために、図書館の 

司書さんに推薦図書や読み聞かせのポイントなどを教えてほしいとお願 

いしましたら、A3版両面刷りのすばらしい「こども版ほんのみのむし」 

（家庭教育学級特別号）」を作成していただけました。（保護者会会長） 

ほかにも、「家族の絆」をテーマに、大人も

癒されるおすすめ絵本も紹介されています。 
おふとんかけたら 

かがくい ひろし作/ブロンズ新社 

たこさん、ソフトクリームさん、トイレットペーパーさん、まめさん…。 

みんなみんな、おふとんかけたら、どんな寝相になるのかな。 

おやすみ前に親子でにっこりする絵本。 

STEP１（０～１歳）、STEP２（２～３歳）、STEP３（４～５

歳）の３段階に分けて、３冊ずつ図書館にある本を紹介

していただきました。 

西保育園の要望に 

応じた特別号です。 
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当日参加できなかった保護者に
向けて、YouTubeで配信をしま
す。夏季休業には、「話そう！語
ろう！わが家の約束」運動として、
親子で情報モラルの約束を決めて
取り組みます。

私たちはネット社会に生きています。スマホやタブレットから、いつでも、どこでも、だれで
も簡単に情報を得たり、発信したりできます。自宅にいながらショッピングもできますし、映画
鑑賞もできます。友達とコミュニケーションをとるのも、電話でなく、SNSを利用することが多
くなってきました。その一方で、人を傷つけたり、傷付けられたりするトラブルが後を絶ちませ
んし、犯罪につながってしまう恐ろしさがあります。それは、子どもだけでなく、親も同様です。
小中学校では、子どもたちが安全に利用できるように、「情報モラル研修会」を開催していま

す。そうした機会に家庭教育学級を行うことで、親も学ぶことができます。

講師は、本通信のNo.2令和６年
5月２日発行で紹介させていただ
いた「県職員出前トーク」から
申し込みました。

子どもと一緒に親も学ぶ機会をつくる

令和６年７月８日（月）１４：１５～１５：３０

大変暑い日になりま
した。熱中症対策のた
め、会場を体育館から
各教室に変更して、会
議室からの配信にしま
した。会議室には、各
学級の生徒代表と保護
者が集まりました。

家庭でのルール作り
１機器を（スマホ、ゲーム機）を
使う前にルールを決める。

２家族みんなで話し合い、ルール
を決める。

３定期的に、守ることができてい
るかチェックし、見直す。

足立 佑貴
課長補佐

中学生の１年間の授業時
間よりも多くの時間をスマ
ホ、PC、タブレットに使う
ことになる。その
時間で、何ができ
るようになりまし
たか？

早瀬 浩孝
課長補佐

西濃県務所 振興防災課 振興防災係
家庭教育推進専門職 酒井 俊亘
電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞

    E-mail : sakai-toshinori@pref.gifu.lg.jp

西濃地区家庭教育応援通信 Ｎｏ５ 令和６年８月１日発行

家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。
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